
発注機関の皆様へ

「地質リスク・エンジニア（GRE）」資格が、国土交通省技
術者資格として登録されました。地質リスク調査検討業
務など、地質リスクを検討する業務でご活用ください。

地質リスク・エンジニア（GRE）は、地質・地盤
リスクマネジメントに適した資格で、建設事業
全般にわたる事業の効率化に役立ちます。特
に下記に示すような業務における管理技術者
として適しています。

今般、GREが国土交通省技術者資格として
登録されましたので、関連業務においてご活
用くださるようお願いいたします。

特に、プロポーザル方式及び総合評価落札
方式における管理技術者等の資格要件に技術
士資格と組み合わせて加点評価する取組み
（注）に活用することを提案いたします。

（注） 国土交通省「国土交通省登録資格との組合せ評価につ
いて（試行）」にもとづき、プロポーザル方式等において管理
または技術者の資格要件に国土交通省技術者資格を求める
仕組み。

国土交通省プレスリリース（2026.2.27）より抜粋

【地質リスク・エンジニア（GRE）が活用できる業務と役割】

対象業務の例 業務内容 役割

地質リスク調査検討業務
地質・地盤リスクの収集・分析・評価、リスク対応の
検討

管理技術者

地質調査計画策定業務
地質・地盤リスクの収集・分析・評価、後続の地質調
査計画策定

地質リスク予備検討業務
初期段階における地質・地盤リスクの収集・分析・評
価、本格検討の必要性判断

地質リスクマネジメント技
術支援業務

事業推進PPPにおける事業全体を通した地質・地
盤リスクマネジメント

（注）上記業務において地形情報が特に重要となる業務の場合、「応用地形判読士」（登録資格）も活用可能です

【地質リスク・エンジニア（GRE）を活用するメリット】

① GREを活用することで、地質リスクに特化した専門知

識に基づく業務遂行ができます。

② GREは、事業に大きな影響を及ぼす地質リスクの状

況を専門家として発注者に的確に説明します。

③ GREは、高い倫理観をもって業務を遂行します。

④ GREは、高度なリスク対応判断（回避・低減・保有）に

必要な情報を発注者に提供します。

問い合わせ先

（一社）全国地質調査業協会連合会
TEL. 03-3518-8873
E-mail jgca@zenchiren.or.jp



会員企業の皆様へ

「地質リスク・エンジニア（GRE）」資格が、国土交通省技
術者資格として登録されました。地質リスク調査検討業
務など、地質リスクを検討する業務にご活用ください。

地質リスク・エンジニア（GRE）が令和8年2
月27日に国土交通省技術者資格として登録
されました。

登録資格は、プロポーザル方式及び総合評
価落札方式で発注する業務において、管理
技術者等の資格要件に技術士資格と組み合
わせて加点評価する取組みに活用すること
ができます（次ページ参照）。

地質リスク関連業務にこの仕組み導入し、
地質リスク・エンジニア（GRE）を積極的に活
用することを発注官庁に提案してくださるよ
うお願いいたします。

また、各社におかれては、GRE資格者の増
加にご配慮くださるようお願いいたします。

国土交通省プレスリリース（2026.2.27）より抜粋

【地質リスク・エンジニア（GRE）が活用できる業務と役割】

対象業務の例 業務内容 役割

地質リスク調査検討業務
地質・地盤リスクの収集・分析・評価、リスク対応の
検討

管理技術者

地質調査計画策定業務
地質・地盤リスクの収集・分析・評価、後続の地質
調査計画策定

地質リスク予備検討業務
初期段階における地質・地盤リスクの収集・分析・
評価、本格検討の必要性判断

地質リスクマネジメント技術
支援業務

事業促進PPPにおける事業全体を通した地質・地
盤リスクマネジメント

（注）上記業務において地形情報が特に重要となる業務の場合、「応用地形判読士」（登録資格）も活用可能です

【地質リスク・エンジニア（GRE）を活用するメリット】

① GREを活用することで、地質リスクに特化した専門
知識に基づく業務遂行ができます。

② GREは、事業に大きな影響を及ぼす地質リスクの状
況を専門家として発注者に的確に説明します。

③ GREは、高い倫理観をもって業務を遂行します。
④ GREは、高度なリスク対応判断（回避・低減・保有）に

必要な情報を発注者に提供します。

（一社）全国地質調査業協会連合会
TEL. 03-3518-8873
E-mail jgca@zenchiren.or.jp



国土交通省登録資格を活用することで業務の品質向上を促進することを目
的として、プロポーザル方式及び総合評価落札方式で発注する業務において、
管理技術者または担当技術者の資格要件に国土交通省登録資格を組み合わせ
て加点評価する取組み（試行）です。
これは、技術士のみで最高点が得られた従来の方式に対して、登録資格を組

み合わせることでより高い順位を得ることができることになり、登録資格を有
することで受注に有利となります。

【配置予定技術者の資格要件の配点例】
① 技術士
②1 国土交通省登録資格（地質リスク・エンジニアなど）
②2 同上（RCCM、土木学会認定技術者）
③ 上記以外（登録資格以外で発注者が指定＝未登録資格）

【組合せの順位】
1位 ： 技術士＋登録資格（②1）
2位 ： 技術士
3位 ： 登録資格（②2）＋登録資格（②1）
4位 ： 登録資格（②1）または登録資格（②2）
5位 ： 未登録資格

本省からの数次にわたる下記通達に基づき、地方整備局等において具体的な
配点など運用が行われています。

組み合わせ加点方式とは

（国土交通省 国技建調第6号（2025.3.14）より抜粋）

資格要件で最も
高い評価となる
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